
西
柴
で
は
６
５
歳
以
上
の

高
齢
化
率
が
４
０
％
を
超
す

地
域
が
あ
り
、
全
国
平
均
を

上
回
る
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
必
然
的
に
「
認
知
症
」

の
問
題
に
も
取
り
組
ま
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

「
認
知
症
」
は
誰
で
も
が

な
り
う
る
病
気
で
、
そ
れ
に

周
り
の
方
が
ど
う
向
き
合
う

か
で
状
況
は
大
き
く
変
わ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
「
地
域
住
民
が
ど
う
支
え

合
う
の
か
」
が
大
切
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
、
認
知
症
問

題
を
研
究
し
、
そ
の
対
処
を

実
践
し
て
き
て
い
る
「
か
わ

さ
き
記
念

病
院
」
の

高
橋
正
彦

先
生
を
お

招
き
し
て

「
認
知
症

カ
フ
ェ
」

を
テ
ー
マ

に
講
演
会

を
予
定
し

て
い
ま
す
。

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
と
は
、

自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な

認
知
症
の
人
ら
が
社
会
と
つ

な
が
る
『
ま
ち
の
居
場
所
』

で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

中
で
認
知
症
の
知
識
を
普
及

さ
せ
、
住
民
同
士
が
支
え
合

う
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
と
こ
う
し

た
問
題
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
詳
細
は
来
月
号
で
。
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介
護
さ
れ
る
人
の
立
場
か
ら

す
る
と
、
家
族
と
同
じ
卓
を
囲

み
、
同
じ
食
事
を
摂
る
こ
と
こ

そ
大
き
な
楽
し
み
で
あ
り
、
喜

び
で
す
。
好
き
な
と
こ
ろ
で
、

好
き
な
物
を
、
好
き
な
人
と
食

べ
る
の
が
基
本
と
い
い
ま
す
。

あ
る
程
度
の
年
代
に
な
れ
ば

栄
養
分
、
塩
分
云
々
よ
り
も
、

お
い
し
く
も
の
を
食
べ
る
！

こ
れ
が
大
事
で
、
そ
れ
が
介
護

す
る
側
、
さ
れ
る
側
、
双
方
の

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
、

と
の
こ
と
で
し
た
。

点
滴
や
錠
剤
で
は
な
く
、
口

か
ら
直
接
食
べ
物
を
摂
る
こ
と

の
大
切
さ
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
工
夫
が
必
要
で
、
き

ざ
み
食
は
食
べ
に
く
い
の
で
ミ

キ
サ
ー
等
を
使
っ
て
流
動
物
に

す
る
、
ま
た
缶
詰
を
う
ま
く
活

用
す
る
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
唾

液
の
分
泌
が
少
な
く
な
る
の
で

ト
ロ
味
を
加
え
る
、
と
い
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
い
く
つ

か
具
体
的
な
料
理
の
作
り
方
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

作
る
側
の
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
冷
蔵
庫
に
材
料
を
作
り
置

き
を
し
て
お
く
等
、
作
る
過
程

で
の
工
夫
一
つ
で
、
介
護
さ
れ

る
人
が
、
家
族
と
共
に
同
じ
食

事
で
卓
を
囲
む
こ
と
が
可
能
に

な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

一
人
で
食
事
す
る
際
に
は
、

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
と
会
話
す
る

の
も
結
構
、
と
に
か
く
楽
し
く

食
べ
ま
し
ょ
う
！
と
い
う
の
が

結
論
、
参
加
者
か
ら
質
問
が
続

出
、
豊
富
な
体
験
談
も
語
ら
れ

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
玉
ね
ぎ
を
擦
っ
て
入
れ
る
シ
ュ
ー

マ
イ
を
作
る
／
フ
リ
ー
ト
ー
ク

が
良
か
っ
た
／
介
護
食
の
レ
シ

ピ
を
増
や
し
た
い
／
介
護
の
体

験
談
が
聴
け
て
よ
か
っ
た
」
等

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

「さくらカフェ」のランチ

はその日ごとの日替わり限定

メニューを提供しています。

常時お出しできるメニューと

して、今年１月より、ロコモ

コ丼、カレーに加え、パスタ

（ミート＆チーズクリーム）

をご用意しました。どうぞご

利用ください。

さくら茶屋 TEL/FAX
０４５-５１６-８５６０

さくらカフェ TEL
０４５-８７７-３８６６

少子高齢化が進み、認知症患者も予備軍を含めると全国で８００万人とも

いわれ大きな社会的課題となってきています。「地域で支え合う街づくり」

という観点から今回「認知症カフェ」という問題を考えてみます。

３月８日西柴団地自治会館で講演会を予定しています

取
り
組
み
は
必
然

支
え
合
う
街
作
り

「食」についての学習会

１
月
下
旬
。
さ
く
ら
カ
フ
ェ

に
て
介
護
食
士
・
長
橋
栄
久

子
さ
ん
を
招
い
て
「
食
」
の

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



つ
な
が
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
金
沢
区
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

湘
南
八
景
「
ほ
っ
こ
り
」
、

「
さ
く
ら
茶
屋
」
の
協
働
の

事
業
）
が
協
力
し
て
取
り
組

む
「
紙
芝
居
」
づ
く
り
が
具

体
化
し
て
き
ま
し
た
。

「
さ
く
ら
茶
屋
」
で
は
、

金
沢
区
内
の
赤
井
温
泉
や
長

浜
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
を
と

り
あ
げ
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
者
は
茶
屋
ス
タ
ッ
フ

と
協
力
者
に
担
当
し
て
い
た

だ
き
（
文
は
富
田
麻
枝
さ
ん

と
紅
葉
栄
子
さ
ん
、
絵
は

「
身
代
り
観
音
」
が
上
野
修

世
さ
ん
、
「
赤
い
井
戸
」
を

三
島
祐
美
子
さ
ん
と
前
田
恵

美
子
さ
ん
）
素
晴
ら
し
い
も

の
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

活
用
に
つ
い
て
は
来
月
号

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

２０１５年２月 第６４号（４） 特定非営利活動法人さくら茶屋にししば発行

＜ ほっとサロン２月の催し ＞
介護者の集い ＜アキ薬局内にて開催＞
◆２月４日（水）１０時～

おしゃべりカフェ ＜さくらカフェにて＞
◆２月18日（水）10時～

行政書士さんを囲んで自由テーマでおしゃべり

お顔のエステ ＜アキ薬局内にて開催＞
◆２月９日（月） 10時～

10分1,000円、20分2,000円です

眉毛カット ＜アキ薬局内にて開催＞
◆２月23日（月） 10時～12時

カット500円、メイク200円をご用意下さい

ハンドトリートメント ＜アキ薬局内>
◆２月13日（金）、27日（金）10時～

材料費代として500円をご用意下さい

整体・健康教室 ＜アキ薬局内>
◆２月17日（火）10時～ ご予約下さい

資料代などで500円をご用意下さい

折り紙教室 ＜さくらカフェにて開催＞
◆２月２日（月）10時～ 月一回となります

材料費はご負担下さい

有賀体操 ＜西柴団地自治会館にて開催＞
◆２月６日（金）10時～11時半

参加費無料、お気軽な服装でお出かけ下さい

ぼたんの会 ＜西柴団地自治会館にて開催＞
◆２月27日（金）10時～

参加費300円、お茶とケーキがでます

「さくらカフェ」は横浜ウォーキングの リーダー設置店です

２月のポールウォーキングは毎週土曜日の午前中

「さくら茶屋」前に１０時に集合し、西柴近辺を１～

２時間ウォーキングします。

２月は７日、14日、21日、28日（すべて土曜日）

です。初めての方も大歓迎です。皆さん一緒に楽しく

ウォーキングしましょう。

この体験会の様子は、ホームページのトップページ

にある「ほっと

サロン」にカー

ソルをあてると、

「元気づくり」

という項目がで

てきます。そこ

をクリックする

と見ることがで

きます。ご覧く

ださい。

横浜市が「健康寿命日本一」を目指して進める「ウォー

キングポイント」という事業。歩数計を希望者に配布

し、３ヶ月毎に決められた歩数以上歩いた人を対象に

抽選で商品券を進呈するという内容です。

横浜市は各人の歩数集計をインターネットで行いま

すが、その読み取り器（リーダー）を「さくらカフェ」

にも設置しています。月曜～金曜（祝日休業）の10

時～17時の時間帯が営業です。どうぞご利用下さい。

海の公園：今年のどんど祭会場にて

「さくら茶屋」は今年4月

から、第５期に入ります。

毎年この時期、私たちの活

動を金銭的に応援していた

だく賛助会員（年間会費

3,000円）の更新と、新た

な会員の募集をさせて頂い

ております。継続活動に努

力します。ご支援、ご協力

よろしくお願い致します。

「NPOさくら茶屋」第５期へ

平安時代のころ、「金沢七井」の
ひとつ、釜利谷にある「赤井」の井
戸にまつわるお話です。

約７００年前、長浜に押し寄せた津
波で家などと同時に流された長浜の観
音さまをめぐるお話です


